
 

 

教育目標 

 

１ 学校教育目標   「心豊かでたくましく生きる児童の育成」 
２ 学校目標と部活動の関連   

部活動を通して「スポーツの楽しさや喜びを味わい、生涯にわたって豊かなスポーツライ

フを継続する資質や能力の育成」、「体力向上・健康増進」、「自主性・協調性・責任感・連帯

の育成」を図ることができ、学校教育目標の達成につながる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部活動の

基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 部活動における教育目標の実現に向け、「香取市小中学校部活動の方針」に則り、次の各事項

に留意しながら活動を行う。 

 

１ 適切な指導  
  ・校長は、学校全体としての適切な指導、運営及び管理にかかる体制の構築を図る。また、安

全且つ充実した指導ができるように適切な教員数を配置する。  
   ・顧問の教員は、運動の特性や、児童の発達段階を理解し、合理的で、且つ効率的・効果的な

練習に努める。  
  ・指導に当たっては、児童の自主性・自律性を尊重し、体罰やハラスメントによって児童の人

権や尊厳を傷つけることがないように配慮する。  
   ・新型コロナウイルス感染症予防に十分に留意した部活動を実施する。  
 
２ 適切な活動時間  
・朝練習は、実施しない。 
・放課後の活動は、原則、火曜日、水曜日、金曜日とし、少なくとも週１日以上の休養日を設

ける。活動時間は、１日１時間 ３０分以内とする。  
・休業日の活動は、原則行わない。  

    
３ 事故防止 
・児童一人一人を常に注意深く観察し、異変を感じた際には、すぐに練習を止め、児童からよ

く話を聞くとともに、学級担任、養護教諭、保護者と連携しながら適切に対応する。  
・自分の体に異変があったり、体調がすぐれなかったりする場合は、いつでも顧問に申告や相

談できる雰囲気を日ごろから作っておく。  
・職員は、熱中症に対する正しい知識を身につけ、熱中症予防対策温湿度計の指数を踏まえ、

活動の有無や活動内容を検討する。 
・施設・設備については日常的に安全の確認や点検を実施し、安全管理に万全を期す。万一、

施設・器具に不備が発見された場合は、使用及び練習を中止といった適切な判断をする。  
・けが人や病人、また不測の事態に備え、校内の緊急体制を整え ておく。また、指導者や教員

不在での練習は実施しない。  
  ・大会など校外での活動の場合は、事前に校長に実施計画書による承認を受け、適切な引率者

数を配置するとともに、移動の際の交通安全にも配慮する。  
 
４ 新型コロナウイルス感染症予防対策 

 ・部活動において接触を伴う活動をする場合には、各競技団体が作成するガイドライン等を踏  

  まえた取組を行うなどの工夫を検討し、必要な対応を取るようにする。 

 ・見学や休憩時は触れ合わない程度の距離を確保し、大声での発言は控えるようにする。 

・活動前の健康観察、活動前後の手洗いの徹底、また、屋内で実施する場合は、常時換気 

 をする。 
・咳エチケットについて励行する。 

 

５ その他 

 ・部活動の活動方針や活動計画を保護者に周知し、理解や協力が得られるようにする。 


